












要約:臨床的に聴覚認知障害の認められない学習障害児 5例に聴覚性事象関連電位(純音に

よる P300 と,純音および言語音刺激による Mismatch　negativity),さらに聴空間の移動

認知を調べる音像定位検査を行った。この結果,P300 は明瞭に検出されたが,MMN は 5 例中

1例で検出率が低く,1 例で軽度潜時延長を示した。音像定位検査は全例異常を示した。こ

れら症例では臨床生理検査で聴覚認知障害の存在が推測された。このうち 1例で神経心理

学的・機能解剖学的に側頭葉障害が推定され,少なくとも典型例では中枢神経系障害の存

在を想定して診断や治療にあたるべきであると考えられた。


